





































先生方のご発表といいますか、ご講演を聞いてやはり、改め 東日本大震災が一つのエポックとなって ると うのを実感いたしました。 ただ私のように関西人にとっては、 阪神 ・ 淡路大震災が宗教者の社会参加の大きな機縁になったという はあり す。阪神・淡路大震災 時は、まだ宗教者の活動も成熟してなくて、スキルも甘い部分がありましたし、マスコミもそれほど各教団を報道したり取り上げたりすることはありませんでした。今回 東日本
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震災での各教団の機動力は、阪神・淡路大震災から始まり、その後の中越地震とか、各地の大きな災害などに取り組んできた結果だと考えています。また今回はいつもよりメディアが伝統仏教教団の活動を取り上げたという面があります。どうして今回そんなに積極的に取り上げたのか。理由はいくつかあります。全部お話する時間はありませんが、一つ言えるのは、人間は すすべがない限界状況におかれると、伝統的な知恵に耳を傾けようとする態度が強くなるというのがあります。東日本大震災の後、 『論語』がすごく読まれたり、 『方丈記』が再出版されました。それも増刷が繰り返されま た。ピンチの時に伝統的な知恵に耳を傾けようと う態度は 人間の危機管理の在り方としては真っ当ですし、そ 判断は間違っていないと思 ます。これにいかに応えていけるか、何ができるか。
　　　　
これまで日本のお寺は地域コミュニティーの上に乗ってやってきたのですが、今、この地域コミュニティー






先ほどは少し駆け足な話で、大変失礼 たしました。改めて今日のシンポジウムのお題が目に留まりまして、 「心の安らぎを求めて」ということなのですね。心の安らぎって何な かということをふ 思った時 、悩み 何もない状態が心の安らぎなのか、というように受け止められがちかもしれませんが、たぶんそうではないと思うです。度々、仏教用語としてもお説教の中でも生老病死とい が、いろいろなトラブルや苦難が人生の様々な場面で起きうるわけですね。そん 時 も安心し 生まれて、安心 て年をとって、安心 て病気になって
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そして安心して死ねる。いろんな苦しみとか辛いことを排除して、それこそ釈先生のお話にあったように、合理的な世の中を目指すというのではなく、非合理や不条理なことがいっぱいあるからこそ、一見逆説的ですが「安心して悩める」世の中、人生における苦難を前提とした上での「心の安らぎ」というものをもう一度私たちは目指していかなく はならないのではないか と考えています。フィールドがたとえばターミナルケアや災害であったり、 も くは地域の過疎化とか人口減少に伴う様々な問題の中でも、 そのことを考えていかなくてはと思います。
　　　　
今日は臨床宗教師ということもテーマになっています。公の場でお名前を出すことはご本人から許可を頂い
てないので、とある著名 お坊様とだけ言っておきますが、以 伺ったお話 最近「臨床美術」という言葉があるそうです。病院とか福祉施設に飾っ おくと、人を癒すとか、気持ちが っきりするという絵や彫刻であったり、そういうジャンルがあ だそうです。そ 著名 お坊 は、そう うことを目的に描かれた絵や彫られ 彫刻が、本当に人を感動させられるのか、と少し嫌味っぽいことを言われていたのですね。私は今回の鶴見大学や先制医療センターの取り組みに決して茶々を入れ 訳ではないのですが、 すれば臨床という、何か良かれと思ってしてい こと、これが誰かの助けや救 になるのではない と うこと は同時進行で、やはりお坊さんとし のあるべき様といいます 、何 う う本質的なものをさて置いて、効果を得られやすいものに目を奪われ過ぎない いうことについても考え 必要があるので いかと、自戒の念を込めつつ、大変僭越ながら余計な一言を付け加えさせて頂きました。
司会
　
ありがとうございました。それ は続きまして金子先生、よろし お願い たします。
金子
　
私は、三点ほど申し上げたい 思います。一つは 先ほど新川先生 触れ ま た れども、心の安らぎ 求め
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てという、このシンポジウムのテーマと仏教者の社会参加ということは、どうも最初は形容矛盾といいますか、合わないよ な感じがいたしました。なぜかと申しますと、社会参加すると必ず心が乱れてしまうのですね。本当は閉じこもった、人里離れ 静謐な空間の中で修行 て心を澄ませることによって落ち着い いくも なのですが、社会に関わ ていく、人と交わっていくと本当に俗世間のことが次から次へと入ってきて、自分自身も巻き込まれてしまうわけです。これは心の安らぎと正反対 なっ しまうのではないか 思 たのです。ところが、新川先生も少し指摘をされ ましたが、苦難やトラブルがあることによって、それを契機に自分 逆に、宗教者、仏教者であるならば、この世の中を超えた神様、仏様、あるいは大自然なるもの 大いな もの、
som
ething great






どすべての寺院、教会、ある は宗教者個人 何 かの救援・支援活動をさ と思います。そしてメディアもまた、そうした宗教の諸活動を報道しました。
　　　　
ところが、東日本大震災では何が変わったかというと、宗教者や宗教教団の横のつながりができたというこ
となのです。いろんな形 それが行われました。臨床宗教師の発端もそこにあっ 思うわけです 東京 も、東京大学（当時）の島薗進先生が自ら 宗教者災害支援連絡会というものを立ち上げまし 。いろ ろな宗教
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家の方々がいるのだけれども、どの宗派の方が音頭を取ってやっても、他の宗派の方がなかなかついていきにくいだろうということで、宗教学者が音頭を取って、そうすると割とつながりやすいということもあったのです。そして、宗教間協力をしながらお互い情報 提供して、どういうつながり 支援において可能なのかという横のつながりが、東日本大震災においてはじめて本格的な形で出来たのでは いかと思っております。
　　　　
三点目です。この場にもたくさんの修行者の方々がいらっしゃいますね。実は私もここへ来る前に大本山總
持寺に参拝をさせて頂きました。拝観受付 願いをしまして、ボランティアの方に一時間半をかけて、たいへん丁寧にお話を聞かせて頂い のです。歴史的由来からはじまって、修行僧の方がこういうふうに修行して るのだということまで、詳 くお話をして下さ ました。
　　　　
私は、そういう修行僧の方を目の前にして言う も、ちょっと恐縮なのですけれども、やはり在家の方もいらっ











それでもまだちょっと違うと。実は臨床宗教師という言葉と臨床仏教師という言葉と二通りあって、その二通りで別々にやっておられる二つのグループがあるそうです。実際にはこの前、臨床宗教師のフォローアップ講習会に参加させて頂いたのですが、その場では臨床仏教師を育成している方たちもご一緒に連携 取りながらやっておられるようなのですが、実際始めてみてから思ったことは、修行僧の方たち 多くの方がご自坊にお帰りになるのかなと思っているのですけれども やはり、病院や施設に入ってお仕事をするということが途中であったとして 、実際には自分 地域に戻られた時に、その地域におられる方たちにとっての支援をするという立場が一番大きなお仕事にな のではないかと。そうすると、私たちがやっていこ しているものは終末期医療、あるいは臨床宗教師という言葉を使っ いるのだけれども、それ 特化せずに、それこそ社会 中で行き所が無くなっている方たち、ある は今、いろんな言葉がありますが 無縁社会とか犯罪に手を染めて何も怖くない 敵の人だとか、そう った言葉があるの すけれども、そういった方ちをくい止める、あるいは力を添えてあげられる あるい 本当に寄り添ってあげられる。そういったことの手助けを出来るような につながっ いけ ばと思 ります。今後、曹洞宗の方で 施設だの病院だのを持って、もしかす と臨床宗教師としてご活躍いただ 方も何人か育っていく もしれませんが あまりこだわらずに、もう少し大きなところ 活動 続けられればよ 思っています。
　　　　
実は、釈先生のむつみ庵を見せて頂きに行ったのですが、おられる方たちが本当にまるで自分のお家のように









私から一言、今回のシンポジウムのタイトルについて話題になりましたので、タイトルを付けた立場にある一人として、すこし補足的にお話をさせて頂きたいと思 ます。 「心の安らぎを求めて」という主題ですけれども、心の安らぎがあるかないかとか、それが実現できるのかということではなくて、否応なく私たちは心の安らぎを求める存在である いう事実を率直に捉え直してみたいと うことが基本的な狙いでした。
　　　　
もう一つは、その心というものについてですけれども、仏教の教えに即して言えば、他者の心の安らぎがな








それでは先に私からお答えいたします。金子先生もご存知のように、真宗教団というのは、そもそも出家者はいなくて全員在家者です。あまり僧俗の境目という は強くなく、たとえばビハーラ研修会にしても僧侶だけでなくて、ごく一般の在家者、いわゆるご門徒の方々も参加されますし、むしろご門徒の方のほうが有名な先生が多 僧侶の研修会でもご門徒の方の取り組みを講師 招いてお話を伺ったりします。このあたりは、宗派の特性だと言えるでしょう。
　　　　
また、老病死というのは特定の人が取り組んだり、専門家だけでどうにかなるという問題ではなくて、金子
























私からすると、た えば天理教さんのひのきしん隊という、自衛隊か何かの一個小隊と ってもよいくらいの統率のとれた宗教者とい か、お坊 とか神父さ とか神主でもない、信者さんも交えた組織が活動なさっているのを度々目にして、素晴らし なと思っています。
　　　　
確かに曹洞宗に関して言いますと、僧俗のけじめや線引きというのか、ある程度は必要というのがあるのかもし




どうもありがとうございました。続きまして、会場から大変たくさんのご質問を受けております。すべてにお答えすることは時間的にも無理ですけれども、最初に釈先生に、何人かの方からご質問がありました むつみ庵についてでございます。まず、 立ち上げるにあたって一番最初にしたことは何ですか。そして、 今のチームワークの話の中で出たかもしれませんが 病気や怪我を た場合の病院との連携をど ようにしているのか。それから、これはちょっとお答えにくいかもしれませんけれども 実際に運営していく上での年間予算とか人件費とか、 より具体的になりますが、 実際に運営 ていく上での一つの指針という形でお答え頂ければと思います。
釈
　　
まず最初にやった と 、ＮＰＯの立ち上げでした。とりあえず運営母体をどうしようかと考えました。寺院がやるという選択もあった かもしれ せんけれども、できるだ 誰もが活用しやすいのがＮＰＯではないかというこ で、ＮＰＯ法人を立 上げました。その次がむつみ庵という建物を事業所として認可してもらう、これについて随分苦労した いう感じ す。
　　　　
病気になった時なのですが、ちょうど地域にご高齢の医師がおられます。医院の方はほぼご子息に任されて








から私はまるっきり素人で始めたのですけれども、私の実感として、今の介護保険制度が崩れない限り、素人でも運営はそんなに難しくないとは思いま 。運営側があまり儲ける気さえ無ければ、スタッフにはちゃんと給料が払えます。 支出の大半はやはり人件費で ね。 むつみ庵は現在七名で暮らしておられるのですけれども、ワンユニットで九名 で暮らせる法律で決まっています 定員いっぱいの九名の方が暮らしていると、ウチは年間百五十万位のストックが可能です。八名 ぎりぎり、七名だとちょっと赤字が出るという感じです。ですから、九名暮らしている時にストックを出来るだけ残しておいて、利用者 ためにお風呂を改造したり、新しい法律でスプリンクラーを付けたり、年々スタッフの給料を上げていったりという風にやっております。
司会
　









れるのは困ると て、そのお話が立ち消えになったということがあります。なので、要は人間関係を築いていく中で、あの人だったら何 頼めるなとか 何か任せられるな か、そういうことを一つずつ積み重ねていくしかないのかな 思います。
　　　　
もう一つが、被災地支援に関して言いますと、学生というか、現在の総合研究センターという、当時は教化






ありがとうございました。今、助けられ上手というお話がありましたが、金子先生への質問の中にもそれがございました。釈先生はお世話され上手と、やはり同じよ なキーワードでしたけ ども、まず、助けられ上手とは具体的にはどういうことなのか、具体的に自分で実践する、受ける側として、また助ける立場にたってということでしょうけれ も、そう ったことはどうでしょうか。これとも関連すると思い すが、垣根を越えるという言葉がありましたが、垣根を越える めに一番大事なことは何でしょうか。二つの質問ではござい すが、関連した釈先生と新川先生のご感想とも重複するかもし ませんが、金子先生よろしくお願 い します
金子
　





たのですが、日本語はほとんど出来ないと思います。ところが、彼らが一番最初に行ったのが老人ホームだったと思うのですが、そこに自分たちで作っているリサイクルの毛布を持って行きました。電気も消えて水道も止まって寒さで凍えているお年寄り を抱きしめて、言葉は全然通じないのですけれども、とにかく「寒くて大変でしょうけれども頑張って下さいね」というようなことを言ったのです。聞いている方 何を言っているか分からないけれども たぶんそういうことを言っているのだろうと思って、わざわざ遠い台湾から自分のためにやって来 くれたのだと 涙を流して受け入れてくれました そういうエピソードがあります。
　　　　
つまり、垣根というものは逆に何なのだろうか。それに囚われることが実は垣根になっているのではないの
か。そういうことをあ り考えずに、この人が待って るのだから手を差し伸べればよ と思ったら、手を差し伸べる。結構ですと言われれば、すみませんと謝ればすむだけの話です。私たちができるだけ自分の身の周りにアンテナを張って、自分たちが助け、ま 助けられる回路を くことが大事です。
司会
　
どうもありがとうございました。最後に前田先生へ 質問ですが、医療関係者がスピリチュアルケア 方法学んで寄り添い人 なる、と のは不可能でしょうか。これは私 答え ではないかも れませんが、可能だと思います。ただ、その後に宗教者だから、仏教者だからこそ出来るこ 、そうい たこと。今、ご本山の修行僧も らっしゃいますけれども、やはりその特性もあると思 ます。そういうも を、まだ一回目ということで方向性が見えてない部分もあるかと思いますが、前田先生はどのよ にお考えなので ょうか。宗教者としての寄り添い人の特性とい すか、可能性についてお話し下さい。
前田
　
臨床宗教師のフォローアップ講習会というものがござ まして、 ちらに参加した時、本来ならば私は臨床宗教師の講座を受けていませんの 、第一部の報告会だ で、後は参加でき というはずだったので が、協賛し
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ている団体ということで、ワークショップにも参加させて頂きました。私、実際には、曹洞宗はうちの大学のご本山ですし、浄土真宗のお坊さんは友達がいたりして、よく存じ上げているのですが、その他の 派の方とお会いする機会があまりなかったというか、接点 なかったのですが、そこには実に天理教、真如苑、金光教、ありとあらゆ と うか、イスラム教の方も含めていろんな方がいらっしゃったのですね。その時に感じたことは宗教的なバックグラウンドは何であっても、 高木先生がいみじくもおっしゃった、 大いなるものの存在を信じて、それにすがるということも分かっている方たちは全然懐の深さが違うのかなと。さっきの、助け上手 助けられ上手ではないですが、自分を任せるというこ が出来るのが宗教者のスタンスなのではないかと思いました。
　　　　
医療者でも出来ると、尾﨑先生が言って下さいましたが、人と関わっていく仕事は医療者も、あるいはカウ
ンセリングの方も同じ 、人と関わっていく、そして大いなるもの、人間を超え 存在を信じられると うことがあると、 の積み重ねでいろんな経験をして くと、非常に深いスピリチュアルなところ 痛みも癒すと ろまでいかなくとも、理解して包 であげて、そばにいても邪魔にならな とかい こ で、安らぐということが出来るのではないかと思 ました。
　　　　
私は宗教者ではないと思っていたのですが、木村先生とお付き合いするようになってから、仏教に限らず様々







皆様、本日は長時間に亘 まして、 参加、そ てご一緒に大事な問題を考えて頂きまして、本当にありがとうございました。私も今日はいろいろな意味で啓発されるところがたくさんありました。最後にあたりまして、それぞれの 発表で、私が特に印象深くと いますか、これはぜひ皆さんと共有したいなと思う点を一つ位ずつ申し上げ、閉会の言葉 代えさせ 頂きたいと思い す。
　　　　
まず、その前に先ほど今回のシンポジウムの主題についてお話をさせて頂きましたけれども、最後に、前田先生
からお話があった「仏教者の社会参加」と うことですが、この場合の仏教者は、私自身の用法では別 お坊さんだけに限っている訳ではございません 正しくしっかりとした信心があり、修行 れている、そう う方々で れば、 道俗を問わず、 本当の です。宗教者全体もそのように考えるべきで ないか。単に神父さんや宮司さん、お坊さんだけが宗教者であるというふうに捉える必要はな 。特に、 日本仏教は根本的には、 道俗一体の世界です。現在でも中国、 韓国の仏教は出家者と在家者がかなり っきり 分けられて が、 そういう世界ではな の
　　　　
さて、先ほど申し上げましたが、それぞれのご発表について、本当に強い印象が残っております。まず、最
初の釈徹宗先生のお話ですが、具体的な場で素晴らしい活動をされているということがよ 分かりました。そして現代の宗教といいますか、福祉行政に対しても非常に問題がある を具体的に提示して頂 ように思います。ぜひ、この活動をさらに進めていっ 頂きたいです 、具体例で挙げて頂 た生前個人墓のこととか檀家制度はマイナスだけではないということで、私自身も住職 しておりますので 非常に啓発され、考えていく必要があるという思 を強くいたしました。また、先ほど話 にな ましたが、世話され上手、助
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けられ上手というあり方、この点はやはり私たちが助けるということになると、ちょっと間違えば上から目線になりがちです。そ いう 向で考えるのではなくて、一緒の場といいますか、これは仏教の慈悲の心にそのまま通じるわけ が、 そ いうところからこういった問題を考えてみる必要があるのではないかと思います。
　　　　
それから新川先生のご発表にもいろいろ感じるところがあったのですが、一つ、ビハーラカフェの話があり
ました。思い出したのは、松原泰道先生らが始められた「南無の会」のことです。一般の在家の方々を対象にしたいわゆる説法の会ですが、現在はどうも こまで踏み込んだ活動にはなっていな よう 気がするのですね。そういった活動をもう少しビハーラカフェのような方向に進めることができな か、あるいはそういう活動とこれをリンクさせ こと できないだろうかという思いを強くした次第 す。
　　　　
もう一つ、傾聴のことについて疑問を呈されました。これは実は前から私も気になっていたことです。日本
はすでにかなり進んだ情報社会 ました。何か一つのことが注目されますと、それがネットを通じて一気に広がります。そうすると、その情報が独り歩き ていきます。傾聴の場合でもそうで、それがもつ本来の意味とか位置づけがどこかへ飛んでし って、流布した形の傾聴 けが大事であ ような方向になってしまう。こういったことには私たちは十分警戒をして、 っかりと自分の心で受け止め直して、あるべき姿 何なのかということを見ていく必要があるのではないかと思い
　　　　
金子先生のお話ですが、私もついこの前、台湾に参りまして慈済会の病院を見学してきました。本当に素晴





伺いする機会がありました。その中にとても素晴らしい点がいくつもありました。その一つは、前に高木先生のお話に出 きた「悲しみから思いやりへ」ということで、 これがとても大事なポイントだと思います。ビハーラの問題もそうで、ビハーラの概念を、私どもは少し広げて考えています。たとえば癌を宣告されて、死まであと何か月みたいなところで切ってはだめだということで、もっ 生死を通底した、生死を超えた場をベースに置いたビハーラ活動になるべきではないでしょうか。現在のビハーラと う概念はパーリ語でいう
phāsu 
vihāra 、安住と訳しますが、それから来ているのだと思います。それが基になっている言葉なのですが、そう
いうところを押さえながら、 具体的な活動を展開する。寄り添 のが重要なキーワードですが、 そういった活動が曹洞宗内でも一つの大きな柱に っていけば いと考えております。
　　　　
先ほどの悲しみから思いやりへ、これをぜひ若い皆さん、修行僧の皆さんに心してほしいことですが、深い悲し
みの体験、これがないと本当 思いやりというのは、私自身も うだったので が、やはり生 れません。無理にそれを求めるわけにもいきませんが、寄り添うこ を通じて深い悲しみの体験に共感するこ はできると思い すので、それを心がけて、 れから らに修行を続けて頂きた 、これからの道を歩ん 頂きたい 願っています
　　　　
いずれにしましても、今回大変貴重な、しかも意義深いご発表をそれぞれの先生から頂戴しまし 、主催者
側の一人としまして本当にあり たく思っております。こ いう場は、話す側 聞く側 両側からの共同在り方として成立しますし、意義ある のとなっていくものです。最後に改めまして、心から本日 ご参加頂いた皆様にもお礼を申し上げて ご挨拶とさせ 頂き 本当に皆様ありがとうござ ました。
